
登録申請書 
 

IRCA/103JP/11/2 Revised July 2011 

 

 

IRCA ジャパンは、IRCA（UK）を代

行して申請書類をお預かりています： 

〒102-0083 

東京都千代田区麹町 3-5-2 

  ビュレックス麹町 8 階 

電話：03-6272-6307 

FAX：03-3265-5283 

Email：ircajapan@irca.org 

Website：japan.irca.org 

パート 1 申請者プロフィール  
 

敬称（Mr. Mrs. Ms. Dr.など）  Ｍｒ 男性 女性 ※チェックを入れてください  

 ふりがな     あたみ      じろう 

 氏名       熱 海    次 郎                                   

 登録カード上の表記氏名（ローマ字） ＪＩＲＯ  ＡＴＡＭＩ （ご希望のスペル） 

 生年月日（西暦）１９６５ 年１２月１4 日 

【自宅住所】 〒４１３－００３３ 
ふりがな しずおかけんあたみしあたみ  

静岡県熱海市熱海 １７３９－３４ 
ふりがな    

  
電話番号 ０５５７－８５－５９６０ FAX 番号 ０５５７-８５-５９６５  

Email  info@lmj-japan.co.jp  

オンライン登録簿にご自宅の住所が公開されてもよい方はこちらにチェックしてください。 
現在お勤め先のない方は、ご自宅の住所が公開されます。

 

パート 1 ビジネスプロフィール  

組織名（英文表記もあれば併記してください） 
ふりがな かぶしきがいしゃえるえむじぇいじゃぱん  
株式会社ｴﾙ・ｴﾑ・ｼﾞｪｲ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ L．Marvin Johnson ＆ Associates, Inc Japan

組織所在地 〒１１３-００３３ 
ふりがな とうきょうとぶんきょうくほんごう  

東京都文京区本郷 １－１１－１４ 
ふりがな   
 
電話番号 ０３－５８４２－６６９０ FAX 番号 ０３-５８４２-６６９１  

Email    tokyo@lmj-japan.co.jp                               

※ IRCA からの郵便物は、ご自宅宛にさせていただきます。  

パート 2 申請する登録プログラム  
申請するプログラムの□にチェックしてください。申請前に必ず、該当する基準文書を熟読ください。 

品質マネジメントプログラム 2008 （QMS 2008） IRCA/602 

TickIT マネジメントプログラム IRCA/162 

航空宇宙マネジメントプログラム IRCA/C5 パート 1/パート 2 （該当するものを○で囲んでください） 

海上マネジメントプログラム IRCA/C8 

医薬品品質マネジメントプログラム (PQMS) IRCA/6000 

食品安全マネジメントプログラム （FSMS） IRCA/902 パート 1/パート 2 （該当するものを○で囲んでください） 

情報セキュリティマネジメントプログラム （ISMS） IRCA/802 

IT サービスマネジメントプログラム (ITSMS) IRCA/1002 

事業継続マネジメントプログラム (BCMS) IRCA/1012 

環境マネジメントプログラム （EMS） IRCA/202 

エネルギーマネジメントシステムプログラム （EnMs） IRCA/5000 

労働安全衛生マネジメントプログラム （OH&S） IRCA/502 

社会システムプログラム （SS） IRCA/302 

EICC-GeSI 審査員登録プログラム (IRCA/2002) 範囲：労働及び倫理/環境及び労働安全（該当するものを○で囲んでください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請料 
登録番号： 

レ

各実績裏付け書類

と名前が変わった

場合（結婚等で）は、

本人確認できるも

のを提出 

英文表記が 
あれば記入 

レ 

複数（品質、環境、情報,等）の

プログラム（＝審査員登録）に

同時に申請可能 

レ 2 

1 

受領日 
※IRCA 使用欄（記入後、機密書類となる） 

mailto:ircajapan@irca.org


  

 パート 3 教育  

 卒業年度    １９８７ 学位  修士  
 学部/学科   工学部 / 物理学科  

 教育機関名   熱海国際大学  

 認定当局    文部科学省  

    

 卒業年度  学位   

 学部/学科   

 教育機関名   

 認定当局   

    

 卒業年度  学位   

 学部/学科   

 教育機関名   

 認定当局   

   

 パート 4 専門機関会員  
 

専門機関名 (社)産業環境管理協会（ＣＥＡＲ）  
 認定日   1999/9/20 レベル 主任審査員  

   

 専門機関名 アメリカ機械学会（ASME）  

 認定日   1990/1/30 レベル 正会員 会員 NO.4001                               

   

 専門機関名   

 認定日  レベル   

   

 パート 5 審査（監査）員トレーニング  

 
www.irca.orgの“コースを検索する”にアクセスし、あなたの修了した研修コースがIRCA認定コース/IRCAがIRCA認定と

同等と認めているコースであるかを確認してください。  
 

開始日  2006/12/12                終了日  2006/12/16                           
 トレーニング実施機関名  ㈱LMJ ジャパン                                           

 コース又はトレーニング名 ISO9001 主任審査員コース  

 結果 合 格                      コースの認定機関名  IRCA                       

   

 開始日  終了日   

 トレーニング実施機関名   

 コース又はトレーニング名   

 結果  コースの認定機関名   

    

合格証書の有効期限 3 年間。（規格が変わる可能
性を考慮して有効期限が設けられている） 
もし過ぎてしまってもそれを補える実績を証明
できれば評価される場合もある。この場合 CPD
実績をつけて提出。 
（IRCA 独自の評価） 
 
資格拡大研修コース 
（ｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝｺｰｽ）に参加した場合は、以前受講
した 5 日間ｺｰｽ実績を記入すること。 
 
※JRCA ｺﾝﾋﾟﾃﾝｽｺｰｽは対象外(2006/12 現在) 

4 

高卒は未記入で可 

JRCA や 
CEAR の登録が

あればその記入

が望ましい。 
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http://www.irca.org/


 

 パート 6 登録情報  
 経験のある産業分野を以下の 39 分野から最高 6 つまで選んでチェック印を付けてください（欧州認定協会の NACE コ

ードに合わせています）。 
 

     
 1. 農業、漁業 

2. 鉱業、採石業 
3. 食品、飲料、タバコ 
4. 織物、繊維製品 
5. 皮革、皮革製品 
6. 木材、木製品 
7. パルプ、紙、紙製品 
8. 出版業 
9. 印刷業 
10. コークス及び石油精製品 
11. 核燃料 
12. 化学製品、化学製品及び繊維 
13. 医薬品 
14. ゴム及びプラスチック製品 
15. 非金属鉱物製品 
16. コンクリート、セメント、石灰、 

 石膏 他 

17. 基礎金属、加工金属製品 
18. 機械、装置 
19. 電気的及び光学的装置 
20. 造船業 
21. 航空宇宙産業 
22. その他輸送装置 
23. その他製造業 
24. リサイクリング 
25. 電力 
26. ガス 
27. 給水 
28. 建設 
29. 卸売業、小売業、自動車、オ

ートバイ、個人所持品及び家

財道具の修理業 
30. ホテル、レストラン 
 

31. 輸送、倉庫、通信 
32. 財務仲介、不動産、賃貸業 
33. 情報技術 
34. エンジニアリング業務 
35. その他サービス 
36. 公共行政 
37. 教育 
38. 保健及び社会事業 
39. その他の社会奉仕 
98. その他（ ）      

 
 
 
 
99. 個人委託業務の受入が可能 

  であれば印を付けてください 
 

 

   

 パート 7 実務経験  

 一般的な実務経験と申請するプログラム（QMS、EMS、OH&S、FSMS、ISMS、TickIT、ITSMS、BCMS、社会システム、

航空宇宙、海上）に関連する実務経験を詳細に記述し、それらの経験の期間を記入してください。 
 

      新 開始年月 2001.3 終了年月 現在に至る  

       役職 システム管理部管理課長  

 組織名及び部署名 ㈱ｴﾙ･ｴﾑ･ｼﾞｪｲ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ ｼｽﾃﾑ管理部  

 実務経験 IRCA 認定コースプロバイダーとしての運営管理システムの構築と運営管理を担当、品質・環境・労働安全衛生  

 (IRCA)・情報セキュリティ(JIPDEC)各コースのテキスト作成、研修システムの構築と実施を担当している。特に、研修効果の  

 確認に当たっては各種品質管理手法を活用してデータを解析し講師に適時、適切にフィードバックしている。  

 申請するプログラムとそれに関連した業務年数 12 年間  

   

 開始年月 2000.3 終了年月 2001.3  

      旧 役職 ﾊﾟｿｺﾝｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ  

 組織名及び部署名 下田電機㈱  

 実務経験 パソコン教室部門で、ワード（初級・応用）エクセル（初級・応用）インターネットコース（初級・中級）メールコース（初級・中級）など、  

 ほとんどのクラスの講師を担当。テキスト作りから授業内容の企画、検討、実施、また社内研修プログラムの作成、実施、導入まで行った。教育効果  

 の確認とカリキュラムへの反映（授業方法と試験結果の相関関係の検討。これらのデータの活用による授業方法の品質改善活動）を行った。  

 申請するプログラムとそれに関連した業務年数 1 年間  

   

 開始年月 1996.4 終了年月 2000.2  

 役職 非常勤講師  

 組織名及び部署名 伊豆外国語大学  

 実務経験 外国語学部英文学科のクラスの講師を担当。主に英文タイプ、パソコンの授業を担当。英文タイプからパソコンへ移行  

 する際のパソコン導入から教室での設定、年間カリキュラムの作成に関わった。教育効果の確認とカリキュラムへの反映（授業方法  

 と試験結果の相関関係の検討。これらのデータの活用による授業方法の品質改善活動）を行った。  

 申請するプログラムとそれに関連した業務年数 4 年間 

裏付けも必要なし。 
IRCA も必要としていない。 

職歴を上手に解釈して、関連実務経験として分かるよ
う記入。（ＩＲＣＡに評価される） 
実績は新しい順番で記入。 

ここの宣言は自由。 
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 開始年月 1992.5 終了年月 1994.3  

 役職 登録ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ  

 組織名及び部署名 湘南総合研究所  

 実務経験 ㈱マルダイの 10 店舗のバック・アクセサリーショップのバイヤーとして東京、大阪、海外へも仕入れ  

 へ。商品構成の検討、在庫管理、ディスプレイ、販促計画などショップ運営管理まで幅広く担当。  

   

 申請するプログラムとそれに関連した業務年数 2 年間  

    

 パート 8 宣誓  
  

私は登録の申請を行い、以下に示す内容を理解、同意したことを確認いたします。 

１． 私は IRCA が定める行動規範を遵守いたします。 

２． 申請書上に記載した（特記のある個人情報を除く）自身の個人情報を IRCA 登録簿に公表します。 

３． 自身が効果的に監査・審査業務を遂行する上で、好ましくない影響を与えるものであると当然考えられる情報につ

いて明らかにします。 

 

当申請書に記載したすべての事項が正確かつ信頼できるものであることを認めます。事実に反した情報を記載、又は

関連の要求される情報を隠蔽することにより、IRCA 登録簿より自身が除名されることも有り得ることを了解し、同意い

たします。また私は、初回申請時の申請書に記載されていたならば登録から除されたかもしれない性質の変更が自身

について生じた場合には、IRCA に早急に連絡する義務を有することを了解いたします。 
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 署名     熱海 次郎 日付 2012/5/17  

   

 パート 9 証明人（証明人は 1 名必要です）  
  
 証明人の宣誓：私は、申請者が登録を考慮するに十分値する人物であると推奨します。私は、申請者の教育、トレーニ

ング及び実務経験が、該当する IRCA 登録基準に合致することを十分に検証したことをここに確認いたします。 
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証明人の氏名 東京 太郎 

 証明人の専門職/申請者との関係 勤務先の上司  

 証明人の勤務先名 株式会社エル・エム・ジェイ・ジャパン  

 所在地 〒113-0033 東京都文京区本郷 1-11-14  

 電話番号 03-2542-6690 FAX 番号 03-2542-6691  

 Email info@lmj-japan.co.jp  

 
証明人のご署名 

日付  

   

ここでの「証明人」とは、書類（業務実績等）

に偽りがないことを第３者が証明する意味

である。 
直筆サイン 

 



 

   

 パート 10 審査員雇用組織（OEA）  
  
 我々は、IRCA 認定の OEA として、申請者の登録をサポートし、申請者が、該当する IRCA 登録基準の教育、トレーニン

グ、実務経験及び審査経験要求事項を満たしていること検証したことを確認いたします。 
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 組織名       

  

 

 所在地
（ふりがな）

 〒     

        

 電話番号       FAX 番号        

 OEA 代表者署名  

 日付        

 
氏 名

（ふりがな）

       
 

新規登録ではここは白紙となる。 
※ここは組織単位で IRCA と審査員

登録の個別契約を結んでいる場合

に記入するので特に記入する必要

はないです。 

 役職        

   

 申請のチェックリスト  
  
 （IRCA に申請書類を提出する前に、以下の項目をチェックしてください） 
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自宅レ と勤務先の情報を記入した（パート 1）   

申請するレ 登録プログラムを記入した（パート 2）   

専門資格レ や学歴を証明する証拠書類を添付した（パート 3）   

合格修了レ が明記されている審査（監査）員トレーニングコースの修了証のコピーを添付した（パート 5）   

実レ 務経験の欄に必要事項をすべて記入した（パート 7）（申請者のための指針 7）   

申請するプロレ グラムに関係する実務経験と、それに従事した期間を記入した（パート 7）（申請者のための指針 7）   

 「レ 宣誓」の欄に署名と日付を記入した（パート 8）  

証レ 明人 1 名の署名をもらった（パート 9）   

申請料支レ 払いの証拠書類を同封した   

 IRCA/106 審査ログシートを提出する申請者は以下をご確認ください：  
 

 
 
審査ログシートの各欄の上部に示されている内容をすべて記入してください。雇用されている認証機関もしくは被
審査者にログシートの検証をしてもらってください。 

  

      

     

 システムの全要求事項を網羅した審査の件数  

  オンサイトの日数  

       サイト外の日数  

 力量を証明してくれる、指導を担当した主任審査員の連絡先を記入した。（IRCA/106 ログシートの 9 欄）  

   

 
ご提出いただく情報はすべて明瞭に記入してください。不明瞭なものがあると、申請の評価が遅れる場合があり

ます。 
 

IRCA の場合飛び級（最初から審査員／主任審査員へ登録）が可能である。 

この場合、IRCA 審査員基準に記載されている審査実績（ISO19011 に基く 

審査実績）が必要となる。（ログシートに記入） 

審査実績は要求されている審査員コースの合格終了後の実績からカウントできる。 

※ 完全なる審査実績とは完成されたシステム（構築中、ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽなどは対象外） 

○審査員補（PA）・・・審査実績は必要なし。 

 ○審査員（A）・・・過去 3 年間で 4 件 20 日（内 10 日はｵﾝｻｲﾄ） 

 ○主任審査員（LA）・・・上記（A）の実績 +  
 

リーダー経験 3 件 15 日（内 10 日はｵﾝｻｲﾄ） 

※１人審査は対象外 

 ＠異なる規格に基く審査実績は 25％認められる。 

（IRCA 独自の評価）                    2012 年 5 月現在



 

 申請者のための指針  
  
 一般情報 

以下は重要事項です。申請書を記入する前によくお読みください。申請書の記入にサポートが必要であれば、IRCA スタ

ッフがいつでもお問い合わせに応じます。 

• 申請書類を提出する前に、申請費のお支払いを済ませてください。費用体系はIRCAウェブサイトwww.irca.org

でご覧いただけます。 

• 英語、中国語、日本語、イタリア語、スペイン語による通信を受付けます。その他の言語の場合、本申請を裏付ける

ための通信は、英語あるいは原本の正式な翻訳を伴ったものでなければなりません。 

• 申請書の該当する項目すべてに漏れのないよう記入してください。該当しない項目の場合は、N/A（該当なし）と記入

してください。個人で申請される場合、パート１（1-8）及びパート 2（9）を記入してください。また OEA を通じて申請され

る場合は、パート 1（1-8）及びパート 3（10）を記入してください。単に「添付資料参照」とは書かないこと。IRCA はこの

ような形式は受け付けません。十分に書くスペースがない場合は記入欄に要約を書き、詳細を同封してください（追

加用紙は証明人により検証されていなければなりません）。すべての該当項目が正しく記入されたことを確認してか

ら、用紙に署名してください。 

• 審査経験の詳細は、IRCA/106 審査ログに記入してください。審査記録の記入事項は、あなたの雇用主又は被審査

者（あなたを雇用した企業）によって確実に検証されていなければなりません。また該当する場合は、指導及びガイ

ダンスを提供した主任審査員を記入します。検証されていない審査ログシートは認められません。申請の裏付けとし

て提出される内容の詳細はすべて、定期的な検証の対象となりますのでご注意ください。 

• 銀行振込証明のコピー及びIRCAジャパン振込通知フォーム（IRCA/275）を必ず同封してください（返金はいたしかね

ます）。ご要望に応じて領収書を発行いたします。現金は送らないでください。必要な様式はIRCAウェブサイト

（www.irca.org）からダウンロードできます。お振込みの際に、振込み人名を確実に入力してください。 

• こちらで申請書を受領しますと、受領を通知いたします。申請の結果は、決定後速やかに通知いたします。 

• 本プログラムは英国法に従って管理され、専ら英国法廷の管轄のもとにおかれています。 

 

 パート 1 申請者に関する情報  
  
 

申請者のプロフィール 

登録の条件として、御氏名や勤務先などが審査員登録簿に公表され、IRCAのデータベースに記載されます。「姓」の欄

には、パスポートに記載されている法的に正しい姓名を必ずご記入ください。これにより、データベース中の申請者の情

報に正しくアクセスすることができます。自宅住所を登録簿に記載したい場合は、住所記入欄下の枠内にチェック印⌧を

付けてください。さらに、登録が授与された際に、登録カードに氏名をどのように表記するかをご記入ください。 

審査員登録簿はウェブサイト（www.irca.org）から閲覧できます。 

（＊E-メールにてご連絡させていただくことが多いため、メールアドレスは必ずご記入下さい） 

申請する登録プログラム 

申請する登録プログラムの枠内にチェック印を付けてください。IRCA の登録要求事項を満たしていることを確認するため

に、申請前に必ず、該当する基準文書を熟読ください。ご要望に応じ、プログラムに関する詳細をご案内いたします。 
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 学業 

学業（学校、単科大学、総合大学等）の詳細を記入してください。認定当局欄は、「文部科学省」などと記載してください。

裏づけとなる文書での証拠として、卒業証明書又は卒業証書（コピー可）の提出が必要です。英語、中国語、日本語、イ

タリア語、スペイン語による通信を受付けます。その他の言語の場合、本申請を裏付けるための通信は、英語あるいは

原本の正式な翻訳を伴ったものでなければなりません。 

専門機関会員 

会員となっている専門機関の詳細を記入してください。各々、会員番号を記載してください。 

審査（監査）員トレーニング 

申請者は、IRCA認定トレーニング機関提供のIRCA認定審査員トレーニングコース、あるいは、IRCAにより同等の基準で

あると認められている他のトレーニング認定機関が認定している審査員トレーニングコースのいずれかを合格修了してい

ることが必須です。裏づけとなる文書での証拠（合格修了を明記した修了書）が必要です。www.irca.orgの“コースを

検索する”にアクセスし、あなたの修了した研修コースがIRCA認定コースであるかを確認してください。コースがこのペー

ジに掲載されていない場合は、IRCA基準に対するコースの同等性をレビューするために、コース資料、プレゼンテーショ

ンのスライド、受講者テキストを提出する必要があります。 

登録情報 

登録簿に記載したいと思う経験分野について、経験のある業種の枠内に最高 6 つまでチェック印を付けてください。リスト

にないその他の業種について経験をもつ場合は、98 番に印を付け、空欄にその業種を記述してください。個人委託業務

の受入が可能な場合は、99 番に印を付けてください。 

実務経験 

ここに職歴を記入します。「役職」の欄の下部に、これまでの職歴と責任の概要を記載してください。加えて、申請するプ

ログラム（QMS、EMS、OH&S、FSMS、ISMS、TickIT、ITSMS、BCMS、社会システム、航空宇宙、海上）に関連する経験に

焦点をあてた実務経験を具体的に記載してください。実務経験は、現在又は最新の経験から順に列挙してください。 

追加の用紙に更に情報を記入して提出したり、履歴書/レジュメを同封しても構いません。 

宣誓 

申請者は、証明人に本用紙を渡す前に、このセクションに署名し、日付を入れます。 

下記パート 2、パート 3 のうちいずれかにご記入ください。 

 

 パート 2 証明人  
  
 個人申請者は、パート 2 に記入してください。証明人は 1 名必要です。 

証明人は、理想的には関連する専門機関の法人会員や、申請者の実務経験を熟知している者（例えば直属の上司）が

望ましいといえます。証明人は、申請者と申請者の仕事について少なくとも 2 年以上知る者でなければなりません。 

証明人は、申請書及び添付資料の記載内容に漏れがなく、また正確であることを確認のうえ、所定欄に署名してくださ

い。 

 

 パート 3 審査員雇用組織（OEA）  
  
 IRCA 認定の OEA を通じて申請する場合は、パート 3 に記入してください。OEA と認定されている組織のリストは、ホーム

ページで公開されています。 IRCA is a division of the Chartered Quality Institute (CQI). The CQI 

in its own right is recognized worldwide as one of the international champions of quality. 

Headquarters and Registered Office: 2nd Floor North, Chancery Exchange10Furnival 

Street, London, EC4A 1AB 
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